
                      発達障がい児・者サロン「あさがおの会」 
（多治見市社会福祉協議会ひまわりサロン事業）  

 

○集団行動が取りにくい 
集団のルールが理解できない。(マイペース・多動・こだわり) 

○友達とトラブルが多い 
相手の気持ちや考えを読んで行動できない。（乱暴な行為・ことばが多い） など                     

   
あさがおの会は、「ちょっと変わった子」と言われる「「発発達達障障ががいい」」の子どもを持った親たちが作った会です。 

 

私たちだけではなく、現在この地域にもそういった子どもたちと関わり、日常生活や進路など悩みをかかえた 
親御さん・先生方が多数おみえになると思います。 

 

そこで、私たちも もっと多くの方たちと互いの思いを共有し、情報を交換しながらより良い方法を探り 子ども 
たちに家庭や学校など社会での生活がしやすくなるよう導くことができたら…という願いからサロンを立ち上げ 
ました。 

  

 

            

                     
                                     

     
と、ある本にありました。ウ～ン… 私たちも、何をどう取り組めば良いのか

分かりません。このサロンを通して多くの方と関わりながら、見つけて行きたいと思っています。 

 

下記の日時で開催していますのでお気軽にお越し下さい。（時間内の出入りは自由です。） 

記  

         ◎ 日   時 ： 毎月第2土曜日  午後1時～3時 (予約不要） 
◎ 場   所 ： まなびパークたじみ 5階学習室            
◎ 活動内容 ： 情報交換サロン (無料)  
            年1回 講師をお招きした勉強会を開催 （サロン参加者に案内発送） 

    
※ 各種セミナー,出版物の紹介・専門家のアドバイスなど 必要に応じて,NPO法人アスペ・エルデの会 
（東濃支部あさがおの会）の協力を得て活動しています。  

 
 
お問い合わせ先 

 
あさがおの会 ｍａｉｌアドレス： tono-s@as-japan.jp 
 
（参考 アスペ・エルデの会HP： http://www.as-japan.jp/） 
         

以上 
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「授業中、教室から出て行ってしまう…」 
「話を聞いているようでも、理解していなかった…」

「普通学級に行くか、特別支援学級がいいのか…」 
「まわりの空気が読めなくて…」 

障がいは親のせいではないけど  

 子どもの将来がどうなるのか 

親の取り組み方の差は大きい 

「集団の中が苦手だから、息苦しくなったのかなぁ…うちの子は、

別の落ち着ける場所を決め、しばらくそこで気持ちを静めてまた教

室へ戻っているよ。」 
「誰に話しているか分っていないかも…そして、指示がたくさんあ

ると混乱するので、言葉(耳)より絵や文字(目)で伝えた方が理解し
やすいかもね。」 
「今、子どもにとって過ごしやすい場所はどこかを一番に考えて、

親子が納得できる方向に決めれたらいいですね。うちは、大勢の中

では授業中ぼーっとしてしまうので、個別にしてもらいました。」

「ひとつひとつ、こうゆう時はこうするんだよ。と、スキルを身に

つけていけば、いいのかなぁ…難しいね…。」 


